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(皿)bis (trifluoroacetate) (PIFA) が、重金属酸化剤と近い反応性を示すことに着目し、様々な反応の開発を行って
きた。中でも特筆すべき反応として、従来 2 電子酸化剤として用いられてきた PIFA が、フェノールエーテル類に対





とする場合は、溶媒として用いる HFIP が大変高価な為に、問題を残していたu そこで、簡便かっ効率の良い芳香族

















2) これまでスピロジェノン化合物は、 phenolic coupling 反応により合成されてきた。しかし、 phenoliccoupling
反応では、基質のフェノール性水酸基の影響で、基質の不安定性、基質の重合化、反応収率の低下といった問題
点を常に抱えていた。これらのスピロジェノン化合物がフェノールエーテル類より合成することができれば、そ
の方法は有効な合成法となる。そこで、 a) PIFA-HPA を用いれば、比較的緩和な条件で芳香族カチオンラジカ
ル種を得ることができ、 b) HPA が有機基質に作用するとき、その結晶水が介在する点に着目し、 PIFA-HPA を
用いるスピロジェノン化合物の合成について検討した。その結果、基質の選択により、化学的酸化法を用いる
non -phenolic coupling 反応で初めて、スピロジェノン型生成物を得ることに成功した。




la udanosine 誘導体の PIFA-HPA を用いる酸化的カップリング反応について検討した。その結果、 p，p-カップリ













ヘテロポリ酸 (HPA) を共に用いる新たな試薬条件の開発を行い、アセトニトリル中、 phenyliodine (皿) bis 
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れることを見出した。続いて、 laudanosine 誘導体の PIFA-HPA を用いる酸化的カップリング反応によりf1avinantin 、
amurine および pallidine 等の morphinandienone 類誘導体が高収率で得られることを見出した。さらに、従来極め
て困難であった、 O，p-カップリング生成物の合成にも成功し、アミノ基を保護した基質に対する反応でも、
morphinandienone 型生成物が得られることを見出し、反応条件の選択により neospirindienone 型生成物を選択的に
得ることにも成功した。
以上の成果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認める。
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